
北 野 だ よ り  

 第６号  令和 7 年 11 月 2６日  

 
 

～雨の降る日も風の日も  心に太陽  知をみがく～       

「 自 らの未来を拓く心豊かで自立した生徒の育成 」    

京都市立北野中学校  校長  立垣  典子  

                                                      

「言葉を大切にすることは人を大切にすること」   

 ～ 12 月は人権月間です。～  

 

あっという間に季節が進み、冬の風が吹いてきました。インフルエンザの流行も始

まり、体調に気を付けなければならない日々が続いています。時も進んでまもなく「師

走」の声も聞かれます。１年の締めくくりの年の瀬は気ぜわしい日々となっていきま

す。  

前号からの１ヶ月の間には、北野中では、今年度末から次年度の前期を任期とする

生徒会役員の選挙が行われました。３年生から次代を託された 2 年生と 1 年生が立候

補し、演説を行って投票するという一連の流れが粛々と行われていきました。意欲的

に学校生活をよりよいものにしたいと複数の立候補者が出そろい、彼らは誠実に選挙

活動に向き合い、自分の考えを発信することに努めてくれました。  

特に心に残ったのは、4 日に行われた「演説会」です。立候補者が自分の考えを丁寧

に発信する姿、「こんな学校にしたい」という思いを、緊張しながら言葉を選んで発信

する姿は、どの生徒も良く頑張ったねと声をかけたい、聴いている人の胸をうつ姿勢

だったと思います。  

  

 本校の教育目標の中に「自立した生徒の育成」というフレーズがあります。  

ここでいう「自立」とは、「自分の言動に責任をもつ」という意味です。生徒会選挙の

候補者が送ったメッセージは、自分の言動に責任をもつ覚悟をもっての発言だったか

ら、聞き手の心に迫ったのではないでしょうか。  

 

何かをやろうとしてうまくいかないとき、すぐに人のせいにしていませんか。  

自分で言った言葉が相手の心に刺さっているのに、見て見ぬふりをしていませんか。 

 

言葉に対して真摯に、大切に向き合うことで、人を大切にする人になりたいですね。

もちろん、誰でも、言ったとおりにできないこともあるでしょう。そんなときはどう

したらいいですか？  

 

自分の言葉に責任をもち、誰かとの出会いや誰かの言葉によって変化しながら、歩

いていくことを目指したいと考えています。  

 

      「あなたの使う言葉があなたの人生を操っている。  ア ン ソ ニ ー ロ ビ ン ズ」  



 

 

学校祭  体育の部  10 月 17 日  

 １日順延といたしましたが、絶好のスポーツ日和となった１７日、「体育の部」を開

催しました。今年度の内容は、昨年度の「縦割り」の取組をさらに進化させ、学年を

越えて協力し合い、応援し合う種目を充実させたプログラムといたしました。本校が

「つけたい力」として掲げているもの中でも、特に「生徒が主体的に課題解決に動く

こと」「場と状況に応じて判断し行動すること」「多様な他者を尊重すること」を目指

しました。生徒がいきいきと活動する姿をご覧いただけたと思います。  

 近隣の皆様にもご協力いただきましたこと、改めてお礼申し上げます。  

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度第 2 回北中校区クリーンアップ（学校運営協議会主催） 11 月 7 日  

 

 11 月 7 日には、学校運営協議会の取組のひとつで  

ある「北中校区クリーンアップ」を実施しました。本

年度 2 回目の活動で、地域のごみを拾ったり、雑草を

抜いたりという取組から帰ってきた生徒は「疲れた～」

と言いつつも「やり遂げた」という表情を見せてくれ

ました。地域の方に「ありがとう」と声をかけてもらったという生徒

もいました。温かく見守っていただき感謝いたします。そして、生徒

の皆さんお疲れさまでした。  

 

 

北野中ブロック小中合同研修会（よんきゅう絆プロジェクト）  

 

 11 月 6 日には北野中にて、 20 日には仁和小にて（ 6 月には大将軍小にて実施済）

小中合同の研修会を実施いたしました。6 日のテーマは「総合的な学習の時間」、20 日

は「特別の教科  道徳」とし、小学校での学習をどのようにつなげていくか、義務教

育 9 年間を見据えて、小学校ではどのように学習活動を進めるべきかといった議論を

交わしました。  

  

 

 

 

 

 

 

    

 

    



 

壁画完成  

北野中では恒例となっている、美術部作製の校舎外壁に掲げる

「壁画」はご覧になりましたか。今年度は、「希望や元気が与え

られ、夢をもって遠くへ向かうような絵にしたい」との思いが込

められた作品と聞いています。美術部では５月から下絵描

きを始めての完成です。また、こちらも恒例となっている

「壁画の取付」をみんなで力と心を合わせて作業しました。

道行く人も立ち止まって見てくださっていました。お近く

に来られた際は、どうぞご覧になってください。  

 

 

対話力について考える  

以前にもご報告したように、北野中では、今年度の重点テーマを「対話する力」の

育成として、色々な場面で対話すること・対話する力をつけることを目指しています。

これは、単に相手に向けて自分の考えを発信するだけでなく、他者の言うこと、考え

をじっくりと聞き取ったり読み取ったりし、自分の考えと比較したり、他者の考えに

よって新たな気づきを得たりして、自分の考えがどう深まったかというところまで目

指していくものです。そこへ到達するためには、「対話」に大切なこととして、話すこ

とよりもむしろ「聴くこと」を重点として考えていきたいと思います。  

《人の話をよく聞いて、「なぜかな」「自分と同じだな」「自分とは違うな」と考える。》

引き続き、相手の意見を聞いて、自分の考えと比べ、再構成して「話す」ということ

ができるようになることを求めていきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工事のお知らせ  

『災害用マンホールトイレ』の設置工事が行われます。  詳細は以下の通りです。  

 

工期： １２月３日（水）～１月中旬頃  

場所：体育館西側・テニスコート付近（右の写真参照）  

 

教育活動への影響  

部活動において、当該の場所を使用している部は、  

活動を一部制限、または別の場所で活動する調整  

を行います。  

生徒の安全確保  

日中に工事車両が北門から体育館付近を移動します。  

対策として警備員が１名配置され、常時交通整理を行います。  

その２  



《１月行事予定》  

 

 

 

 

 



《２月行事予定》  

 
 

 

 

 

 

 


